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十
一
月
三
十
日

大

阪

維

新

の

会

議
案
第
八
十
三
号
の
人
事
院

勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の
改
定

に
、
苦
渋
の
決
断
を
も
っ
て
賛

成
と
す
る
。

令
和
二
年
度
の
勧
告
で
は
、

月
例
給
は
民
間
給
与
と
の
較
差

が
極
め
て
小
さ
く
、
改
定
困
難

と
の
こ
と
で
据
え
置
か
れ
、
特

別
給
の
み
〇
・
〇
五
カ
月
分
の

引
き
下
げ
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
本
市
へ
の

影
響
は
甚
大
で
、
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
現
在
の
地
域
経
済
の

実
態
を
勘
案
す
れ
ば
、
賞
与
も

出
ず
、
給
与
も
右
肩
下
が
り
の

民
間
企
業
が
多
々
あ
る
中
、
公

務
員
の
給
与
は
民
間
と
均
衡
が

と
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

ま
た
民
間
給
与
実
態
調
査
の
対

象
は
比
較
的
大
き
な
企
業
で
、

中
小
企
業
の
多
い
本
市
の
実
態

に
本
当
に
即
し
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の
安

全
、
安
心
確
保
の
た
め
の
努
力

に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

だ
が
特
別
給
の
わ
ず
か
な
引
き

下
げ
の
み
の
改
定
は
、
市
民
感

情
か
ら
納
得
の
い
く
も
の
で
な

い
。
全
国
的
に
も
勧
告
に
準
拠

し
て
改
定
さ
れ
て
き
た
経
緯
等

か
ら
、
苦
渋
の
決
断
で
賛
成
す

る
が
、
今
後
は
市
民
の
納
得
の

い
く
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。

十
二
月
ニ
十
一
日

日

本

共

産

党

提
案
さ
れ
た
議
案
中
、
四
件

に
反
対
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
た
め

の
府
土
地
購
入
の
先
行
取
得
は
、

人
口
減
と
財
政
難
の
な
か
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
。
ウ
ィ
ル
チ

ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管

理
者
は
、
全
国
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
も
と

で
の
指
定
で
あ
り
反
対
。
図
書

館
の
指
定
管
理
者
は
、
日
本
図

書
館
協
会
も
「
指
定
管
理
者
制

度
は
な
じ
ま
な
い
」
と
し
て
い

る
こ
と
。
ま
た
司
書
の
配
置
と

長
期
的
視
点
が
必
要
な
図
書
館

に
指
定
管
理
者
制
度
導
入
は
問

題
が
あ
り
反
対
。
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
の
中
期
目
標
に
「
地
域

医
療
構
想
」
を
踏
ま
え
る
と
あ

る
が
、
府
下
で
急
性
期
病
床
を

八
千
五
百
八
十
八
も
減
ら
す
こ

と
に
な
る
。
自
治
体
病
院
開
設

者
協
議
会
も
「
効
率
性
・
経
済

合
理
性
の
み
で
は
地
域
医
療
は

守
れ
ず
、
感
染
症
対
策
か
ら
の

医
療
体
制
の
確
保
」
を
国
に
要

望
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
病

院
の
ベ
ッ
ド
を
減
ら
す
こ
と
に

な
り
反
対
。
他
議
案
に
は
賛
成
。

公
立
保
育
所
四
園
募
集
停
止

延
期
、
子
育
て
環
境
充
実
求
め

る
請
願
は
、
採
択
す
べ
き
。
既

に
保
育
所
募
集
も
始
ま
り
継
続

審
査
に
し
態
度
を
明
ら
か
に
し

な
い
の
は
市
民
の
声
を
無
視
す

る
も
の
。
継
続
審
査
に
反
対
。

照

隅

の

会

議
案
第
八
十
九
号
の
補
正
予

算
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
薬
局
薬
剤
師
慰
労

金
交
付
事
業
に
、
賛
成
は
す
る

が
幾
つ
か
の
疑
問
を
感
じ
る
た

め
意
見
を
付
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
緊
急
事
態
宣

言
中
に
市
内
保
険
薬
局
で
十
日

以
上
勤
務
し
た
薬
剤
師
に
五
万

円
の
慰
労
金
を
給
付
す
る
も
の

で
、
感
染
の
不
安
の
中
、
勤
務

さ
れ
た
方
々
に
は
感
謝
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
に
、

な
ぜ
薬
剤
師
だ
け
な
の
か
。
保

育
や
教
育
の
現
場
等
、
不
安
の

中
、
休
め
な
い
業
種
の
方
も
多

い
。
施
策
の
優
先
順
位
が
違
う

の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
な

ぜ
半
年
以
上
経
過
し
た
今
な
の

か
。
必
要
な
ら
も
っ
と
早
く
す

べ
き
で
な
い
か
。
第
三
に
、
な

ぜ
市
単
費
な
の
か
。
院
外
の
薬

剤
師
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
バ

ラ
ン
ス
論
だ
け
で
は
支
給
根
拠

が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ

は
特
定
団
体
に
配
慮
し
た
事
業

に
見
え
、
公
平
感
、
平
等
感
に

欠
け
る
と
感
じ
る
。
順
風
満
帆

に
市
政
が
運
営
で
き
て
い
る
と

き
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
施
策
は

厳
に
慎
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
苦
し

む
人
々
に
寄
り
添
う
施
策
こ
そ

今
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

令
和
二
年
第
三
回
定
例
会
に

お
い
て
、
委
員
十
名
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

付
さ
れ
て
い
た
令
和
元
年
度
決

算
認
定
議
案
等
十
五
件
に
つ
い

て
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
定
例
会
初
日
に
木
村
副
委

員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ

れ
た
後
、
討
論
及
び
採
決
が
行

わ
れ
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
二
件

に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
認
定
、
そ
の

他
の
十
三
件
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
異
議
な
く
認
定
及
び
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
討
論
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

日

本

共

産

党

一
般
会
計
と
国
保
会
計
に
つ

い
て
は
以
下
の
理
由
か
ら
不
認

定
。
長
瀬
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

の
清
掃
委
託
料
二
千
百
十
二
万

千
五
百
八
十
四
円
と
異
常
に
高

額
な
支
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
は
じ
め
、
二
つ
の
地
域
に
限

定
さ
れ
た
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、

公
平
性
を
欠
く
事
業
や
支
出
が

さ
れ
て
い
る
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
消
防
職

員
な
ど
は
国
の
基
準
や
条
例
か

ら
見
て
も
不
足
し
た
状
態
が
解

消
さ
れ
ず
、
災
害
時
や
今
回
の

よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
は
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
、
通
常
業
務
が
で

き
な
い
事
態
に
も
な
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
運
営
経
費
の
中
で

図
書
購
入
費
が
二
〇
一
七
年
度

と
比
較
し
て
五
十
六
％
と
激
減

し
て
い
る
。
一
般
会
計
に
占
め

る
教
育
費
の
割
合
が
七
・
二
％

と
非
常
に
低
い
こ
と
が
問
題
。

建
築
部
の
支
払
い
失
念
は
組

織
と
し
て
の
体
制
上
の
問
題
。

保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て
未

入
所
児
童
は
三
百
九
十
二
名
と

高
い
ま
ま
。
公
立
四
園
で
の
〇

歳
児
募
集
停
止
は
中
止
す
べ
き
。

国
保
会
計
で
は
大
阪
府
の
統

一
保
険
料
に
移
行
す
る
中
で
、

本
市
の
主
体
性
が
奪
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
赤
字
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
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議 案 名

令和元年度東大阪市一般会計決算認定の件

令和元年度東大阪市国民健康保険事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市奨学事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市財産区管理特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市公共用地先行取得事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市交通災害共済事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市火災共済事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市介護保険事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市後期高齢者医療特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市病院事業債管理特別会計決算認定の件

令和元年度東大阪市水道事業会計決算認定の件

令和元年度東大阪市下水道事業会計決算認定の件

令和元年度東大阪市水道事業会計未処分利益剰余金処分の件

令和元年度東大阪市下水道事業会計未処分利益剰余金処分の件

令
和
元
年
度
決
算

一
般
会
計
等
全
議
案
を
認
定
及
び
可
決

（２）第２０９号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和３年２月１５日


